
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
、
メ
コ
ン
河
下
流
域
に

広
が
る
面
積
約
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な

沖
積
平
野
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
穀
倉

地
帯
、
そ
し
て
世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
近
年
、
工
業
発
展

が
め
ざ
ま
し
い
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
が
、
米
は

依
然
と
し
て
外
貨
稼
ぎ
頭
の
主
要
品
目
で
あ

り
、
輸
出
量
は
世
界
第
５
位
（
２
０
０
５
年

Ｆ
Ａ
Ｏ
統
計
）
を
誇
る
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
、

年
間
二
期
、
三
期
、
条
件
に
よ
っ
て
は
四
期

と
、
通
年
稲
作
が
可
能
な
恵
ま
れ
た
気
候
と

広
大
な
面
積
を
も
っ
て
、
米
輸
出
大
国
を
支

え
て
い
る
。
稲
刈
り
間
近
の
稲
穂
と
田
植
え

し
た
ば
か
り
の
水
田
と
苗
代
が
隣
り
あ
っ
て

並
ぶ
、
年
間
一
期
作
の
日
本
で
は
想
像
も
及

ば
な
い
光
景
も
珍
し
く
な
い
。

デ
ル
タ
中
央
部
に
あ
る
豊
穣
な
空
間
は

複
合
農
業
経
営
地
帯
に
変
貌
し
た

メ
コ
ン
河
が
運
ぶ
肥
沃
な
土
壌
が
堆
積
す

る
デ
ル
タ
中
央
部
に
は
、「
ミ
エ
ッ
ト
ヴ
オ
ン

（
果
樹
園
の
地
）」
と
呼
ば
れ
る
豊
穣
な
空
間

が
広
が
る
。
道
路
越
し
に
見
え
る
家
々
は
、

垣
根
の
植
栽
に
花
々
が
咲
き
、
前
庭
の
中
心

に
「
バ
ー
ン
テ
ィ
エ
ン
（
天
壇
）」
と
呼
ば
れ

る
天
を
祀
る
一
本
足
の
祭
壇
が
立
っ
て
い
る
。

家
屋
の
正
面
に
は
テ
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
、
家

族
が
憩
う
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

家
を
め
ぐ
っ
て
果
樹
、
蔬そ

菜さ
い
が
植
え
ら
れ
、

敷
地
を
区
画
す
る
掘
割
に
は
小
舟
が
も
や
い
、

鶏
、
ア
ヒ
ル
が
群
れ
る
。
後
庭
を
通
っ
て
丸

太
橋
を
渡
る
と
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
米
、

果
物
、
蔬
菜
、
魚
、
家
禽
、
熱
帯
の
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
で
、
代
々
農
業
を
営
む

メ
コ
ン
デ
ル
タ
農
民
の
姿
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

み
な
ら
ず
私
た
ち
に
と
っ
て
も
理
想
の
カ
ン

ト
リ
ー
ラ
イ
フ
を
体
現
し
て
い
る
。

こ
の
豊
穣
な
空
間
は
、
90
年
代
半
ば
以
降
、

ベ
ト
ナ
ム
の
市
場
経
済
化
と
都
市
化
が
進
展

す
る
に
つ
れ
て
、
国
内
外
市
場
の
需
要
に
応

じ
て
、
稲
作
専
業
地
帯
か
ら
畑
作
、
果
樹
、

養
豚
養
魚
に
多
角
化
し
た
複
合
農
業
経
営
地

帯
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
た
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ

農
業
を
主
導
す
る
カ
ン
ト
ー
大
学
は
、
農
村

経
済
の
発
展
を
め
ざ
し
、
生
態
条
件
を
フ
ル

に
活
用
し
た
ホ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
提
唱
し
、
以
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
く

つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
を
経
な
が
ら
、
現
在
は
Ｖ

Ａ
Ｃ
Ｇ
農
家
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
い
る
。

従
来
の
稲
作
中
心
農
業
か
ら
よ
り
市
場
価

格
の
高
い
、
野
菜
・
果
物（
Ｖ
）、
養
魚（
Ａ
）、

養
豚
・
養
鶏（
Ｃ
）の
生
産
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
、
養
豚
・
養
鶏
か
ら
発
生
し
た
廃
棄

物
の
飼
料
・
バ
イ
オ
ガ
ス
利
用（
Ｇ
）
を
連
結

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
収
入
と
環
境
に
考
慮

し
た
持
続
的
発
展
を
め
ざ
す
農
家
経
営
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
ー
市
郊
外
に
住
む
タ
ィ
ン
さ
ん
は
、

果
樹
、
養
豚
、
養
魚
の
多
角
経
営
を
行
な
っ

て
い
る
。
0.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果
樹
園
に
は
オ

レ
ン
ジ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ド
リ
ア
ン
、
ミ
ル
ク

ア
ッ
プ
ル
、
竜
眼
と
多
彩
な
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
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メコンの暮らしから考える「人間と川」特集

カントー市郊外のソーン
さん。「減農薬野菜はカ
ントー市、カマウ市など
に卸す。キュウリ、カボ
チャ、ニガウリなど短期
栽培種が主、多種類のほ
うが高収入となる。ホー
チミン市の仲買人がこの
畑のことを知って買い付
けに来たので、収入が増
えたよ」

おおの みきこ●1992～
96年、ホーチミン市の
（現）人文社会科学大学
に留学。研究テーマはメ
コンデルタ開発を主軸に
したベトナム南部の近代
史・村落社会研究

穀
倉
地
帯

メ
コ
ン
デ
ル
タ
で

多
角
化
、

分
業
化
が

進
ん
で
い
る

大
野
美
紀
子

お
お

の

み

き

こ

神
田
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師



ル
ー
ツ
が
な
り
、
そ
の
一
角
に
養
豚
小
屋
、

養
魚
池
が
隣
接
し
、
間
を
白
い
ビ
ニ
ー
ル
囲

い
の
バ
イ
オ
ガ
ス
パ
イ
プ
が
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
伝
統
的
に
商
品
作
物
生
産
に
特
化

し
て
き
た
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
農
民
は
、
市
場

の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
で
あ
り
、
将
来
性
が
あ
る

と
見
極
め
る
と
、
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
画
を
た
め
ら
わ
な
い
。
ソ
ー
ン
さ
ん
は
、

数
年
前
か
ら
仲
間
を
集
め
て
生
産
ク
ラ
ブ
を

結
成
し
、
政
府
が
奨
励
し
て
い
た
減
農
薬
野

菜
を
栽
培
し
始
め
た
。

デ
ル
タ
奥
地
の
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で

移
住
者
た
ち
が
出
作
り
農
業
を
営
む

し
か
し
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
な
か
で
も
こ

の
よ
う
な
豊
穣
の
地
に
暮
ら
す
農
民
は
き
わ

め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
メ
コ
ン
河
の
恩
恵
を

受
け
た
肥
沃
な
デ
ル
タ
中
枢
を
離
れ
、
さ
ら

に
奥
地
へ
入
っ
て
行
く
と
、「
広
大
低
地
」

の
ロ
ン
ス
エ
ン
・
ク
ア
ド
ラ
ン
グ
ル
と
ド
ン

タ
ッ
プ
ム
オ
イ
が
広
が
る
。

こ
の
両
平
原
は
、
か
つ
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
っ
た
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
な
か
で
、
最
後

ま
で
残
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
空
間
で
あ
る
。

隆
起
し
た
海
底
は
平
坦
な
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の

巨
大
な
陥
没
地
と
な
っ
て
、
雨
季
に
は
氾
濫

原
と
な
り
、
海
底
痕
の
硫
酸
塩
土
壌
は
日
々

の
メ
コ
ン
河
の
潮
汐
も
ほ
と
ん
ど
届
か
な
い

た
め
、
何
も
の
も
生
み
出
さ
な
い
不
毛
の
地

と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
広
大
な
無
人
の
荒
野
に
、
80
年
代
末

以
降
、
ホ
ン
河
（
紅
河
）
と
メ
コ
ン
河
の
南

北
デ
ル
タ
の
人
口
圧
を
解
消
す
る
た
め
に
、

政
府
は
運
河
を
開
削
し
、
悪
い
土
壌
を
洗
い

流
し
、
盛
り
土
し
て
人
工
の
高
み
を
造
成
し
、

開
拓
移
住
を
奨
励
す
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
き
た
。
南
北
デ
ル
タ
農
民
は
移

住
政
策
に
の
っ
て
、
あ
る
い
は
自
発
的
に
、

故
郷
を
離
れ
広
大
低
地
へ
移
住
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
の
ド

ン
タ
ッ
プ
ム
オ
イ
平
原
を
一
面
の
水
田
地
帯

へ
と
変
貌
さ
せ
た
。
と
り
わ
け
２
０
０
０
年

の
大
洪
水
を
機
に
、
政
府
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

投
資
は
本
格
化
し
、
移
住
者
の
定
住
を
促
進

す
る
た
め
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る
道
路

や
学
校
・
医
療
所
等
の
公
共
建
築
、
そ
し
て

集
住
区
が
つ
く
ら
れ
た
。

雨
季
に
な
る
と
、
毎
日
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
で
は
天
気
予
報
に
続
い
て
メ
コ
ン
河
の
各

地
点
で
の
水
位
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
雨
季

の
終
わ
り
は
ま
た
水
の
季
節
で
も
あ
る
。

人
々
が
居
住
す
る
自
然
あ
る
い
は
人
工
の
高

み
と
、
そ
れ
ら
島
々
を
つ
な
ぐ
細
い
紐
の
よ

う
な
道
路
を
残
し
て
、
水
田
地
帯
は
ゆ
っ
く

り
と
水
に
沈
ん
で
い
く
。

水
の
季
節
は
稲
作
が
で
き
な
い
た
め
、
失
業

の
季
節
と
も
な
る
。
遮
る
も
の
の
な
い
広
大
な

平
原
で
は
、
雨
季
の
雨
は
風
を
呼
ん
で
暴
風

雨
と
化
し
、
老
人
や
子
ど
も
に
と
っ
て
き
び
し

い
環
境
と
な
る
た
め
、
故
郷
を
持
つ
人
々
は
稲

刈
り
が
済
む
や
そ
そ
く
さ
と
帰
郷
す
る
。
こ
の

地
に
定
住
し
て
い
る
人
々
は
、
手
慰
み
程
度

の
漁
や
家
屋
の
修
理
を
す
る
か
、
娯
楽
も
少

な
く
退
屈
な
日
々
が
続
く
こ
と
と
な
る
。

ミ
エ
ッ
ト
ヴ
オ
ン
東
端
カ
ウ
ィ
ン
ハ
ウ
村

の
人
々
は
、
80
年
代
末
の
移
住
政
策
を
契
機

と
し
て
、
こ
の
地
に
移
住
し
た
。
移
住
当
初

の
開
拓
期
に
お
け
る
種
々
の
困
難
（
酸
性
土

壌
、
鼠
害
、
大
洪
水
）の
果
て
、
約
20
年
近
く

を
経
て
残
っ
た
人
々
は
、
故
郷
で
は
十
分
に

No.30

白い導管がバイオガス発生装置（右）。
養豚で出た糞を埋設したパイプ内で
発酵させ、発生したガスは台所へ。
発酵した糞は水と土を通じて養魚池
に流れ込んで魚の飼料とアンチビー
ルスに利用。養魚池の水は果樹園に
供給される。96年にモデル農家に
なったタィンさん（左）は「このサイク
ルは養魚、果樹園の肥料・飼料の低
減に役立ち、環境、衛生問題を解決
する」と言う

広大低地ドンタップムオイ平原は雨季に全域が海と化し、生活
よりもまず生存することが優先される過酷な環境である



営
農
す
る
土
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新

天
地
を
求
め
た
開
拓
者
の
子
世
代
と
子
世
代

に
継
承
す
る
農
地
を
維
持
す
る
た
め
に
、
故

郷
と
開
拓
地
を
依
然
と
し
て
往
復
し
て
い
る

出
作
り
農
業
を
営
む
移
住
者
た
ち
で
あ
る
。

故
郷
カ
ウ
ィ
ン
ハ
ウ
村
と
開
拓
地
の
生
活

格
差
は
広
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
故
郷
の
村

は
国
道
沿
い
に
立
地
す
る
地
方
都
市
近
郊
農

村
で
、
急
速
に
市
街
地
化
し
、
村
民
の
収
入

は
建
設
・
工
事
現
場
労
働
や
工
場
勤
務
に
よ

る
も
の
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
農
業
収

入
で
は
生
活
で
き
な
い
が
、
国
道
沿
い
の
地

元
で
は
も
は
や
土
地
な
ど
到
底
手
に
入
ら
な

い
。
親
の
義
務
と
し
て
、
息
子
た
ち
が
独
立

す
る
た
め
に
家
屋
や
水
田
を
賄
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

水
の
季
節
を
故
郷
で
過
ご
し
た
カ
ウ
ィ
ン
ハ

ウ
の
人
々
は
10
月
の
乾
季
に
入
り
、
メ
コ
ン

河
の
水
が
退
く
と
き
を
待
っ
て
、
再
び
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
境
ま
で
稲
の
作
付
け
に
出
か
け
る
。

デ
ル
タ
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
路
網
を

仕
事
を
求
め
る
人
々
が
往
来
す
る

90
年
代
以
降
、
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
、

水
路
網
の
役
目
は
相
対
的
に
落
ち
た
と
は
い

え
、
い
ま
だ
に
デ
ル
タ
奥
地
へ
入
る
に
は
縦

横
無
尽
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
路
が
欠
か
せ

な
い
。
幹
線
道
路
か
ら
は
ず
れ
る
と
、
四
輪

車
両
は
ほ
と
ん
ど
通
行
で
き
な
い
。
二
足
、

二
輪
の
バ
イ
ク
、自
転
車
、そ
し
て
舟
で
往
来

す
る
自
然
・
人
工
の
河
川
、
運
河
、水
路
が
交

通
路
と
な
る
。
陸
路
を
行
く
よ
り
も
時
間
が

か
か
る
と
は
い
え
、
安
価
な
運
賃
で
搭
載
量

の
大
き
い
サ
ン
パ
ン（
小
舟
）
に
よ
る
河
川
交

通
は
、
米
・
砂
利
と
い
っ
た
バ
ル
ク
品
目
に

お
い
て
は
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
で
あ
る
。

穀
倉
地
帯
の
米
を
輸
出
ル
ー
ト
に
乗
せ
る

の
も
サ
ン
パ
ン
を
陣
頭
指
揮
す
る
米
仲
買
人

た
ち
で
あ
る
。
女
性
の
仲
買
人
も
多
く
、
地

元
の
村
々
を
、
と
き
に
数
日
を
か
け
て
遠
方

を
回
り
、
サ
ン
パ
ン
と
船
員
の
男
た
ち
を
指

揮
し
て
米
を
買
い
つ
け
、
輸
出
穀
物
商
社
に

売
却
す
る
。

メ
コ
ン
河
が
運
ぶ
の
は
物
資
だ
け
で
は
な

い
、
人
も
ま
た
舟
を
家
と
し
て
、
メ
コ
ン
河

に
居
住
す
る
。

「
２
０
０
０
年
の
大
水
の
と
き
に
陸
に
上
が

っ
た
よ
。
こ
こ
は
高
燥
だ
し
、
仕
事
に
も
あ

り
つ
け
る
」

ラ
ム
さ
ん
は
各
地
を
放
浪
し
た
あ
と
、
ド

ン
タ
ッ
プ
ム
オ
イ
の
村
の
堤
防
脇
に
定
住
し

た
。
上
陸
す
る
ま
で
ず
っ
と
住
処
と
し
て
い

た
舟
を
堤
防
上
に
据
え
付
け
て
寝
床
、
そ
し

て
物
置
と
し
て
ま
だ
利
用
し
、
お
金
が
で
き

る
と
建
材
を
買
っ
て
少
し
ず
つ
陸
の
家
を
建

築
し
た
の
で
あ
る
。
ラ
ム
さ
ん
の
よ
う
な
水

陸
両
生
の
人
々
を
見
て
い
る
と
、
メ
コ
ン
デ

ル
タ
に
は
ま
だ
ま
だ
水
上
居
住
民
が
残
存
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
往
時
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
原
初
空

間
に
思
い
を
は
せ
る
。

稲
作
は
人
手
を
要
す
る
産
業
で
あ
る
。
稲

刈
り
機
や
コ
ン
バ
イ
ン
が
ま
だ
ま
だ
普
及
途

上
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
と
り
わ
け
収
穫
に
要

す
る
労
働
力
需
要
は
大
き
い
。
ド
ン
タ
ッ
プ

ム
オ
イ
と
い
う
広
大
な
水
田
地
帯
で
は
、
収

穫
期
に
な
る
と
隣
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
、
メ

コ
ン
デ
ル
タ
各
地
か
ら
、
日
雇
い
の
口
を
求

め
て
人
々
が
集
ま
る
。
と
り
わ
け
目
立
つ
の

は
、
ベ
ン
チ
ェ
ー
人
と
い
う
と
稲
刈
り
人
を

指
す
ほ
ど
に
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
最
下
流
ベ
ン

チ
ェ
ー
か
ら
水
路
伝
い
に
三
々
五
々
小
舟
を

連
ね
て
、
稲
刈
り
に
来
る
人
々
で
あ
る
。
10

名
前
後
の
若
い
男
女
が
仲
間
と
連
れ
立
ち
、

水
田
脇
の
畦あ

ぜ

で
煮
炊
き
し
な
が
ら
舟
上
に
仮

泊
し
、
収
穫
期
の
１
〜
２
カ
月
間
稲
刈
り
を

し
な
が
ら
転
々
と
す
る
。

穀
倉
地
帯
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
、
19
世
紀
半

ば
以
降
の
米
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
構
造
か

ら
脱
し
、
そ
の
恵
ま
れ
た
生
態
環
境
を
利
用

し
て
多
角
的
な
農
林
水
産
業
を
展
開
し
、
ま

た
デ
ル
タ
内
に
お
け
る
産
地
分
業
を
行
な
う

ま
で
に
多
様
化
し
て
い
る
の
が
現
在
の
姿
で

あ
る
。a
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メコンの暮らしから考える「人間と川」特集

集住区につくられた公共
建築物。集住区は運河に
沿って細長く造成され、
区画された側溝と道路が
交差する。雑草が茂る平
地に、ぽつん、ぽつんと
公共建築物が建つ




